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はじまりは女性部通信か
ら・・・

みどり町会女性部では、行
事ごとに女性部通信を発行
しています。



以前は一人が原稿を作成、
その後女性部員全員分を印
刷し、みんなで内容や誤字
脱字のチェックを行ってい
ました。

しかし・・



・原稿を作成
↓

・各役員宅へ配布
↓

・確認して電話をもらう。

女性部役員は５人体制で、連絡網を作り電話での
やり取りが中心だったため・・・

という手間がかかってしまいます。



・なかなか連絡がつかない
・電話だとお互いの意図が伝えづらい（耳が遠い、
聞き間違え等）
・電話代が嵩んでしまう

という欠点があり、発信元に正確に戻ることが難
しい状態でした。

原稿作成後も連絡調整に時間と労力を費やさなけ
ればならず、女性部通信づくりは正直言って大変
な作業でした。



友だちや家族にＬＩＮＥグループに入れてもら
い、内容をあまり理解しないままメッセージや
画像のやり取り、無料通話機能を使ううちに便
利だなぁと思うようになりました。

５～６年前に携帯をガラケー
からスマホに変更しました。

日常的にＬＩＮＥを使ううち
にふと思ったことが・・・



・今まで苦労していた女性部通信の編集作業に
ＬＩＮＥを取り入れたら楽になるんじゃないか。
・電話代も節約できるんじゃないか。
・みんなが情報を共有できるＬＩＮＥは役員会
でも役に立つのではないか。

太田会長に相談し、役員会・
女性部のＬＩＮＥグループを
作ってもらいました。

グループを作ってからは女性部通信も・・・



・できあがった原稿をスマホのカメラで撮影、
それをグループにアップし、みんなでチェック
できるようになったので作業時間が大幅に減少
した。
・日中仕事を持っていてなかなか参加できない
メンバーも参加できるようになった。
・電話代がかからなくなった。
・余裕をもって作れるので紙面が充実するよう
になった。



最初はＬＩＮＥに抵抗を持つ方もいましたが粘
り強く説得を続けた結果・・・

ガラケーからスマホに切り替えるなど積極的に
受け入れてくれてるようになり・・・



なんと、町会役員のＬＩＮＥグループ
加入率は１３人／１６人＝８１％、
女性部は５人／５人＝１００％という
とっても高い割合になりました！



町会活動にＬＩＮＥを導入してからこんなこと
がありました。

・文化祭の時に展示物の出展者（ご高齢の方
等）へ会場の様子を送ったら大変感謝された。

・ＬＩＮＥ無料電話を使うので通信料が激減し
た。

・ＬＩＮＥを有効に利用することで役員の負担
軽減となり日中仕事をしている人にも声掛けし
やすくなった。



みんながスマホを使いこなすためには・・・

趣味の画像（ペットや植物、風景）を交換する
ような初歩的なことから始め、少しでも興味を
持ってもらえればよい。

町会連合会のＬＩＮＥ講座は私た
ちがわからないことを分かってく
れた。講師とキャッチボールしな
がら受講できるので理解が早かっ
た。



今後はこのようにデジタル化を進めていきたい。

デジタル化を役員以外の一般会員にどのように
広めていくかが課題。

町内会のＬＩＮＥ公式アカウントの開設も考え
ている。

ＬＩＮＥグループのビデオ通話機能を使って役
員会のリモート会議をやってみたい。


